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ゲーション地図アプリの AR City2などが AR を取り入れたサービスとしてリリースされて
おり，この他にも多数の AR アプリケーションが既に社会に普及している． 



















                                                   
1 Pokemon GO : http://www.pokemongo.jp/ , accessed 2017/12/31 
2 AR City – Blippar : https://blippar.com/en/resources/blog/2017/11/06/welcome-ar-city-
future-maps-and-navigation/ , accessed 2017/12/31 
3 Microsoft HoloLens : https://www.microsoft.com/ja-jp/hololens , accessed 2017/12/31 
4 Google Glass : https://x.company/glass/ , accessed 2017/12/31 
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型の HMD デバイスに表示するのに最適化されていないと推測される． 

























                                                   
5 Twitter : https://twitter.com/ , accessed 2017/12/31 























 本論文は 5 つの章に分かれている． 
 
第 1 章 導入 
導入として，本研究の背景と目的を述べた． 
 




第 3 章 システム構成 
本研究のために開発した HMD 向け AR アプリケーションとそれらの開発環境，使用する
HMD デバイスについて，その詳細を述べる． 
 
第 4 章 実験 
今回行った実験について，その内容や結果，及び考察について述べる． 
 













2.1.1 Blippar "Halos" 
登録者の顔を認識することでその人物に関連する情報を視覚化する AR サービスは，実
際に開発されている．Blippar は画像認識の技術と AR の技術を組み合わせたビジュアルブ











図 2.1 Blippar "Halos" 
（出典：脚注 7） 
                                                   
7 Halos – Blippar : https://blippar.com/en/resources/blog/2017/07/19/introducing-halos-





















図 2.2 パーソナルデータの提供時におけるプライバシー・ポリシーや利用規約の確認状況 
















本節では本研究に関連する研究を 2 つ紹介する． 
 
2.2.1 Sleights of Privacy Framing Disclosures and the Limits of 
Transparency 










2.2.2 Privacy Tipping Points in Smartphones Privacy Preferences 



































図 3.1 プライバシー意識喚起画面 
 9 
 















  本機能は，図 3.2 に示す表示可能なプライバシー・ポリシーの形式一覧を提示する画面
と，図 3.3 に示すプライバシー・ポリシー表示画面（全 12 種）で構成されている． 
 
 




図 3.3 プライバシー・ポリシー表示画面（標準） 
 
プライバシー・ポリシー表示画面の内訳は表 3.1 に示す通りである． 
 
表 3.1 プライバシー・ポリシー表示画面一覧 
標準 標準イラスト入り 標準音声読み上げ付き 
平易 平易イラスト入り 平易音声読み上げ付き 
標準分割 標準分割イラスト入り 標準分割音声読み上げ付き 














・ Blippar （https://blippar.com/en/privacy/） 
・ Google （https://www.google.com/intl/ja/policies/privacy/） 
・ Facebook （https://www.facebook.com/privacy/explanation） 
・ Instagram （https://help.instagram.com/155833707900388） 


































  ・各種 SNS 提供情報：利用者がアカウント連携をした SNS に提供されているユーザ
コンテンツ情報を収集します(写真，コメント，位置情報の投稿等)． 





  ・端末情報：OS，機器の設定，バッテリーや信号の強度，機器の識別子など． 
  ・ログ情報：利用者が AR-PV を通してウェブページまたはアプリへのアクセスを要求
する度，利用者のブラウザーがログファイル情報を自動的にサービス管理者に送信します． 
  ・利用情報：利用者がAR-PVを通してアクセスした他者の情報コンテンツの閲覧履歴． 






















































































  住所：XXXYYYZZZ 
  社名：AR プライバシー啓発会社 
  担当部署：ポリシー戦略部 













  ・あなたが登録したアカウント情報 
  ・あなたが連携した他の SNS 情報 
  ・Web 上に公開されているあなたの情報 





  ・サービスの質を良くするため 
  ・あなたに連絡を取れるようにするため 





  ・あなたがサービス内で情報公開してもいいと決めた他の利用者 





  ・あなたはいつでもわたしたちが持っているあなたの情報を訂正できます 
























  住所：XXXYYYZZZ 
  社名：AR プライバシー啓発会社 
  担当部署：ポリシー戦略部 















題を解決しているかをまとめた表が以下の表 3.3 である． 
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表 3.2 5 項目の変換と視認性・可読性・判読性の向上の関係 
5 項目の変換 視認性 可読性 判読性 
短い文章 ◯ ◯  
平易記述  ◯ ◯ 
箇条書き ◯ ◯  
条文分割 ◯  ◯ 
イラスト挿入 ◯  ◯ 
 










の 6 つのレベルのうち，標準が中級後半，簡易が中級前半であった． 
 
3.3 開発環境とデバイス 
 本アプリケーションを作成する際，OS には HoloLens アプリケーションの開発に求めら
れるシステム要件を満たす Windows10 を採用した．アプリケーションの開発環境には
Unity を選択し，それに伴い開発言語として C#を使用した． 
また，作成したアプリケーションを稼働させる HMD デバイスには Microsoft HoloLens
を用いた．HoloLens は光学シースルー型の HMD デバイスであり，実空間上に仮想の情報
を表示する機能に長けているため，AR サービスとの相性が良いといえる． 
  
                                                   


















 本実験には，21 歳から 24 歳の男性 12 名，女性 6 名に被験者として参加してもらった． 
被験者には，これから架空の HMD を向け AR アプリケーションを初めて使用するという
設定の前提条件のもと，「AR-Policy Viewer」を実際に使用してもらい，被験者が最も読み
やすいと判断した表示形式のプライバシー・ポリシーを読んでもらった． 
















図 4.2 プライバシー・ポリシー理解度確認テスト結果 
 
 テストの平均点は 87.78 点で，被験者の 50%は全問正解していた．このことから，被験
者の大半がプライバシー・ポリシーの内容を，完全にとは言えないまでも大枠を理解してい
たといえるのではないだろうか． 
全問正解していた被験者 9 人のうち，次項の図 4.10 で示す選んだプライバシー・ポリシ
ーをどの程度読み込んだかに関するアンケートの結果として，1 人は全文をしっかり読み，







シー・ポリシーの文体としては，標準ベースが 2 人，簡易ベースが 7 人と，割合としてはほ
とんど差が表れなかった．したがって，本テストは被験者が選んだプライバシー・ポリシー
の記述形式により差が発生するような内容ではなかったと推測される．  



















ンケート結果を図 4.3 から図 4.5 に，「プライバシー意識喚起機能」に関するアンケートの
結果を図 4.6 から図 4.8 に，「適正プライバシー・ポリシー表示機能」に関するアンケート
の結果を図 4.9 から図 4.16 にそれぞれ示す． 
 
 
図 4.3 プライバシー意識は向上したか 
 
 
図 4.4 プライバシー・ポリシーを読むことはプライバシー意識の向上に繋がると思うか 
 
 
図 4.5 今後サービスを利用する際にはプライバシー・ポリシーを確認しようと思うか 
0 8 1 5 4
0 2 4 6 8 10 12 14 16 18
回答者数
とてもそう思う そう思う どちらともいえない そう思わない 全くそう思わない
5 8 1 3 1
0 2 4 6 8 10 12 14 16 18
回答者数
とてもそう思う そう思う どちらともいえない そう思わない 全くそう思わない
3 8 2 3 2
0 2 4 6 8 10 12 14 16 18
回答者数




図 4.6 起動時画面により，プライバシー・ポリシーを読もうという気持ちになったか 
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図 4.9 プライバシー・ポリシーの表示形式としてどれを選んだか 
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図 4.11 選んだプライバシー・ポリシーをどの程度読み込んだか 
 
 
図 4.12 選んだプライバシー・ポリシーは読みやすかったか 
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の結果を前節の図 4.3 から図 4.5 に示した．図 4.3 から，被験者の 50%はプライバシー意識
が向上しなかったことが分かった．一方で，図 4.4 を見ると，プライバシー・ポリシーを読
むことはプライバシー意識の向上に繋がると回答した被験者が 70%以上にものぼっていた．





バシー意識に変化が表れなかったため，図 4.3 と図 4.4 で示した結果に 20%程度の差が生
じたと推測できる． 











































  被験者に最も選ばれたプライバシー・ポリシーの形式としては，図 4.9 より簡易イラス
ト入りは 39%，簡易分割イラスト入りが 22%，標準分割が 11%と続いた．標準を選んだ被

































4.4.6 分割して表示することによる HMDが抱える問題の解決 
次に非分割と分割での選択率の差を見ていくと，非分割の選択率は 44%，分割の選択率
は 56%であり，両者に大きな差は表れなかった．やや分割に選択率が寄っていた理由とし























が，このような方式は実際にはあまり好まれないということも図 4.14 と図 4.15 から明らか
になった．表 A.10 と表 A.11 に示したコメントから，選ぶという作業がコストとなってい
るということが分かった．特に意見として多かったのは，プライバシー・ポリシーの表示形



























イバシー・ポリシーの表示形式は HMD 向け AR サービスに対して最適化されているとは
いえないため，このままではユーザがプライバシーへの正しい知識を持たないままHMD向
け AR サービスを利用する状況へとなりかねないといえる． 
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21 歳から 56 歳までの男性 14 名，女性 6 名の計 20 人にアンケートを実施．アンケート
の 7 項目の質問に対する回答結果を図 A.1 から図 A.7 に示す．また，質問 4 と質問 5 に対
する回答者の自由記述コメントの内容を表 A.1 と表 A.2 に示す． 
 
質問 1 プライバシー・ポリシーとは何か知っていますか？（回答者数 20 名） 
 
図 A.1 質問 1 の回答結果  
 
質問 2 これまでに何らかのサービスを利用する際に，プライバシー・ポリシーを確認した
事がありますか？（回答者数 20 名） 
 

























図 A.3 質問 3 の回答結果 
 
質問 4 あなたが確認したことがあるプライバシー・ポリシーは読みやすかったですか？
（回答者数 17 名） 
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質問 5 あなたが確認したことがあるプライバシ ・ーポリシーは理解しやすかったですか？
（回答者数 17 名） 
 
図 A.5 質問 5 の回答結果 
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バシーに関する説明が必要だと感じますか？（回答者数 20 名） 
 




のような情報を知っておくべきだと思いますか？*複数選択可能（回答者数 20 名） 
 
図 A.7 質問 7 の回答結果   
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果を表 A.3 から表 A.11 に示す． 
 





































































































表 A.9 選択したプライバシー・ポリシーの表示形式に対するコメント 






















































































 本研究の中で，実験の被験者が実際に受けたテストを以下に掲載する．（各 20 点） 
 
問 1 次のうちサービスが取得する利用者の情報として「誤っているもの」はどれか 
 利用者が登録したアカウント情報  （正） 
 利用者が連携した他の SNS 情報  （正） 
 利用者の声紋・指紋情報   （誤） 
 利用者の利用している端末の情報  （正） 
 
問 2 次のうちサービスが利用者の情報を収集する目的として「誤っているもの」はどれか 
 適切でない利用者を弾くため  （誤） 
 サービスの質を良くするため  （正） 
 利用者に連絡を取れるようにするため （正） 




 利用者自身の個人情報の削除  （正） 
 利用者自身の個人情報の訂正  （正） 
 利用者自身の個人情報の開示  （正） 




 利用者の指定した代理人   （誤） 
 事前に告知された企業や団体  （正） 
 法律に基づいて要請を行ってきた相手 （正） 




 アカウント乗っ取りと思われる利用履歴に関する通知 （誤） 
 個人情報が第三者に提供された際の通知   （誤） 
 プライバシー・ポリシーの変更に関する通知  （正） 
 個人情報が適切に保護されていることを報告する定期通知 （誤） 
